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野村ブル・ベア セレクト7 
（円高ドル安トレンド7） 

 
運用報告書（全体版） 

 

第１期 (決算日2018年７月５日) 
 

作成対象期間 (2017年６月23日～2018年７月５日) 

 
受益者のみなさまへ 

 
 平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
 今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

 
●当ファンドの仕組みは次の通りです。 
 
商 品 分 類 追加型投信／海外／その他資産（通貨）／特殊型（ブル・ベア型） 

信 託 期 間 2017年６月23日から2020年７月６日までです。 

運 用 方 針 
選択権付き為替予約取引を積極的に活用し、日々の基準価額の値動きが円から見た米国ドルの日々の値動きの概ね２倍程度反対とな
る投資成果を目指して運用を行います。 

主な投資対象 円建ての短期公社債等の短期有価証券を主要投資対象とし、選択権付き為替予約取引を利用します。 

主な投資制限 株式（新株引受権証券および新株予約権証券を含みます。）への投資割合は信託財産の純資産総額の30％以内とします。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます｡）等から、利子・配当等収益
等を中心に基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行いま
す。 
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野村ブル・ベア セレクト7（円高ドル安トレンド7） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2017年６月23日 10,000 － － － － 30 

１期(2018年７月５日) 9,424 0 △5.8 76.0 － 975 
 
＊ 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
＊当ファンドは、日々の基準価額の値動きが円から見た米国ドルの日々の値動きの概ね２倍程度反対となることを目指して運用を行うた

め、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ ％ 

2017年６月23日 10,000 － － － 

６月末 9,864 △1.4 59.2 － 

７月末 10,081 0.8 76.6 － 

８月末 10,024 0.2 75.9 － 

９月末 9,593 △4.1 4.4 － 

10月末 9,463 △5.4 74.4 － 

11月末 9,590 △4.1 76.1 － 

12月末 9,425 △5.8 74.5 － 

2018年１月末 10,094 0.9 75.2 － 

２月末 10,337 3.4 － － 

３月末 10,431 4.3 － － 

４月末 9,803 △2.0 74.6 － 

５月末 9,822 △1.8 75.2 － 

６月末 9,431 △5.7 75.7 － 

(期  末)     

2018年７月５日 9,424 △5.8 76.0 － 
 
＊ 騰落率は設定日比です。 
＊ 債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村ブル・ベア セレクト7（円高ドル安トレンド7） 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 
 

 

（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ

フォーマンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
基準価額は、設定時10,000円から期末9,424円となりました。 

2018年１月から２月には日銀が超長期国債の買い入れを減額したことや黒田日銀総裁のデ

フレ脱却に関する発言などを材料に円高ドル安となりました。 

2018年４月にはシリアを巡る地政学的リスクが後退したことや北朝鮮をめぐる緊張緩和へ

の期待感や米長期金利の上昇などから円安ドル高となりました。 
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野村ブル・ベア セレクト7（円高ドル安トレンド7） 

○投資環境 
2017年９月には北朝鮮を巡る緊張感の高まりや、大型ハリケーンによる米国経済への影響

が懸念されたことなどから一時的に円高ドル安が進みました。その後トランプ政権が税制改

革案を発表し、米国経済の成長に対する期待感が高まったことなどから円安ドル高となりま

した。 

2018年１月には日銀が超長期国債の買い入れを減額したことを受けて、市場で金融政策の

正常化が意識されたことから円高ドル安となりました。 

2018年２月にも黒田日銀総裁のデフレ脱却に関する発言などを材料に円高ドル安傾向は継

続しました。 

2018年４月にはシリアを巡る地政学的リスクが後退したことや北朝鮮をめぐる緊張緩和へ

の期待感や米長期金利の上昇などから円安ドル高となりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
わが国の短期公社債、コール・ローン等に投資するとともに、選択権付き為替予約取引を

活用し、純資産総額に対する実質的な為替予約額の比率を200％程度に維持してまいりました。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは、日々の基準価額の値動きが

円から見た米国ドルの日々の値動きの概ね２

倍程度反対となることを目指して運用を行う

ため、ベンチマーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価

額騰落率です。 
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野村ブル・ベア セレクト7（円高ドル安トレンド7） 

◎分配金 

利子・配当等収益等を中心に基準価額水準等を勘案し決定しました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１口当たり・税込み） 

項 目 
第１期 

2017年６月23日～ 
2018年７月５日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 －  
 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

今後も当ファンドの商品性格に沿った投資成果をめざす運用を行って参ります。 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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野村ブル・ベア セレクト7（円高ドル安トレンド7） 

○１口当たりの費用明細 (2017年６月23日～2018年７月５日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

 
 

円 ％  

（a） 信 託 報 酬 112  1.141  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 41)  (0.414)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 66)  (0.671)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.056)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.002   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 112   1.143    

期中の平均基準価額は、9,842円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 
＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
＊各比率は１口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年６月23日～2018年７月５日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円 
国債証券 157,488,912 156,747,273 

 
＊ 金額は受け渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

＊ 単位未満は切り捨て。 

 

公社債 
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野村ブル・ベア セレクト7（円高ドル安トレンド7） 

○派生商品の取引状況等 (2017年６月23日～2018年７月５日) 

 

銘 柄 別 
コール・ 

プット別 

買 建 売 建 当 期 末 評 価 額 

新 規 

買 付 額 
決 済 額 

権 利 

行 使 

権 利 

放 棄 

新 規 

売 付 額 
決 済 額 

権 利 

被 行 使 

義 務 

消 滅 
買 建 額 売 建 額 

評 価 

損 益 

国 

内 

   百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

通貨オプション取引 ドル コール － － － － 5,446 5,402 － － － 27 － 

  プット 5,446 5,365 － － － － － － 27 － － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年６月23日～2018年７月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2017年６月23日～2018年７月５日) 

設定時残高 
（元  本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
30 － － 30 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2018年７月５日現在) 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

国債証券 
740,000 740,930 76.0 － － － 76.0 

(740,000) (740,930) (76.0) (－) (－) (－) (76.0)

合 計 
740,000 740,930 76.0 － － － 76.0 

(740,000) (740,930) (76.0) (－) (－) (－) (76.0)
 
＊ ( )内は非上場債で内書きです。 
＊ 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 
＊ 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
＊ 残存期間が1年以内の公社債は原則として償却原価法により評価しています。 

オプションの銘柄別取引・残高状況 

国内公社債 
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(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
国債証券 ％ 千円 千円  
国庫短期証券 第765回※ － 740,000 740,930 － 

合 計  740,000 740,930  
 
＊ 額面・評価額の単位未満は切り捨て。 
＊※印は現先で保有している債券です。 

 

 

銘      柄      別 
コール・ 
プット別 

当 期 末 

買 建 額 売 建 額 

国 

内 

   百万円 百万円 

通貨オプション取引 ドル コール － 27 

  プット 27 － 
 
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年７月５日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

公社債 740,930 66.3 

コール・ローン等、その他 376,828 33.7 

投資信託財産総額 1,117,758 100.0 
 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 

 

オプションの銘柄別期末残高 
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○特定資産の価格等の調査  

調査依頼を行った取引は2017年６月23日から2018年６月22日までの間でオプション取引 

(為替店頭オプション取引）982件でした。これらのオプション取引（為替店頭オプション取

引）について、投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に

基づいて比較可能な価格のほか、取引の相手方の名称、通貨の種類、プット又はコールの別、

数量、オプション料計上額、その他の当該オプション取引（為替店頭オプション取引）の内

容に関して、EY新日本有限責任監査法人に調査を委託し、日本公認会計士協会が公表した専

門業務実務指針4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に係る合意さ

れた手続業務に関する実務指針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告書を

入手しています。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制につい

て保証を提供するものではありません。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年７月５日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,117,758,267   

 コール・ローン等 236,503,890   

 公社債(評価額) 740,930,180   

 プット・オプション(買) 27,333,460   

 未収入金 112,990,737   

(B) 負債 142,235,803   

 コール・オプション(売) 27,333,460   

 未払金 108,606,481   

 未払信託報酬 6,283,127   

 未払利息 479   

 その他未払費用 12,256   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 975,522,464   

 元本 1,035,200,000   

 次期繰越損益金 △   59,677,536   

(D) 受益権総口数 103,520口 

 １口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,424円 
 
（注）期首元本額は 30,000,000 円、期中追加設定元本額は

2,949,680,000円、期中一部解約元本額は1,944,480,000円、
１口当たり純資産額は9,424円です。 

 

○損益の状況 (2017年６月23日～2018年７月５日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △    451,278   

 受取利息 △    351,996   

 支払利息 △     99,282   

(B) 先物取引等取引損益 △ 48,722,739   

 取引益 845,289,267   

 取引損 △894,012,006   

(C) 信託報酬等 △ 11,115,488   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 60,289,505   

(E) 追加信託差損益金 611,969   

 (配当等相当額) (△    497,330)  

 (売買損益相当額) (    1,109,299)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) △ 59,677,536   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △ 59,677,536   

 追加信託差損益金 611,969   

 (配当等相当額) (△    497,330)  

 (売買損益相当額) (    1,109,299)  

 繰越損益金 △ 60,289,505   
 
＊ 損益の状況の中で(B)先物取引等取引損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 
＊ 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 
＊ 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加

設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をい
います。 
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（注）分配金の計算過程（2017年６月23日～2018年７月５日）は以下の通りです。 

項 目 
当  期 

2017年６月23日～ 
2018年７月５日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 0円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 0円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 0円 

f. 分配対象収益(１口当たり) 0円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１口当たり) 0円 

 

○分配金のお知らせ  

１口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 
※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 
※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

該当事項はございません。 

 

 



＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下「申込不可日」といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ

うよろしくお願いいたします。
（2018年７月５日現在）

ファンド名　　　
　　　年　月

「米国株スーパーブル7」
「米国株スーパーベア7」
「米国国債4倍ブル7」
「米国国債4倍ベア7」

2018年7月 13
8月 －
9月 3、14、21
10月 5
11月 22
12月 21、25、28

※�2018年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情
等により突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可
日の変更は、販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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